
三
五

四
度
加
行
の
基
礎
資
料　
―
『
四
度
土
代
』
―

四
度
加
行
の
基
礎
資
料　
―
『
四
度
土
代
』
―

中　

山　

照　

玲

　

筆
者
が
、
こ
の
『
四
度
土
代
』
に
つ
い
て
教
示
い
た
だ
い
た
の
は
、
夙
に
事
相
の
達
匠
と
し
て
高
名
で
あ
っ
た
布
施
浄
戒
大
僧
正
か
ら

で
、『
四
度
次
第
』
の
伝
授
の
時
に
、
伝
授
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
「
智
山
の
法
流
と
加
行
に
つ
い
て
」
の
講
義
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
の

加
行
の
日
数
に
関
連
し
て
、
本
書
の
著
者
の
隆
源
僧
正
と
共
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

本
書
は
、
元
来
醍
醐
寺
三
宝
院
本
山
で
の
四
度
の
修
行
者
の
た
め
に
、
報
恩
院
第
十
世
隆
源
大
僧
正
（
一
三
四
一
〜
一
四
二
五
）
が
、

実
修
の
基
本
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
、
当
時
四
度
修
行
の
基
礎
が
定
ま
ら
ず
混
乱
し
て
い
た
根
来
寺
の
中
性
院
聖
融
僧
都
か
ら
の
希
望

が
あ
っ
て
、
隆
源
大
僧
正
に
よ
っ
て
、
書
き
整
え
て
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
が
も
と
に
な
っ
て
流
布
す
る
に
到
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
事
情
に

つ
い
て
は
、
本
書
の
末
尾
に
小
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
に
は
、「
已
上
四
度
加
行
大
概
土
台
は
、
報
恩
院
の
前さ
き

の
大
僧
正
御
房
の
御
草
な
り
。
こ
の
度
根
来
寺
中
性
院
の
聖
融
僧
都
、
彼

の
御
記
を
所
望
申
し
畢お
わ

ん
ぬ
。
そ
の
子
細
は
、
近
ご
ろ
田
舎
辺
の
四
度
加
行
等
の
作
法
粗

本
寺
の
儀
に
違
す
る
處
こ
れ
有
ら
ん
か
。
仍

て
不
審
を
散
ぜ
し
め
ん
が
為
に
、
此
の
如
く
申
せ
令
む
る
か
。
此
の
間
、
彼
の
寺
の
辺
に
お
い
て
行
じ
来
た
る
作
法
一
帖
、
聖
融
僧
都
こ

れ
を
書
進
す
。
取
り
合
わ
せ
御
一
見
有
る
処
、
誠
に
当
流
の
作
法
に
相
違
多
端
こ
れ
有
り
、
仍
っ
て
御
記
の
分
一
巻
御
清
書
有
り
て
、
こ

れ
を
遣
わ
さ
る
。
そ
の
次
で
に
御
本
を
申
し
請
け
、
こ
れ
を
書
写
し
お
わ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

隆
源
大
僧
正
は
、
南
北
朝
末
期
頃
の
か
た
で
、
こ
の
頃
の
醍
醐
寺
本
山
の
四
度
修
行
の
実
際
が
知
ら
れ
る
重
要
な
著
作
と
い
え
よ
う
。



三
六

凡　
　

例

底
本

成
田
山
仏
教
図
書
館
所
蔵
本

ち
1711

64

外
題
に
『
四
度
土
代
』
と
墨
書
さ
れ
、
所
蔵
者
で
あ
っ
た
宥
豐
（
宥
豊
を
用
い
る
）
師
の
長
方
型
の
朱
印
（
縦
三
・
七
セ
ン
チ
、
横
二
・

二
セ
ン
チ
）
が
あ
る
。
内
題
に
は
「
當
流
四
度
加
行
條
　々
　

ムワ
タ
ク
シ」
と
あ
る
が
、
尾
題
は
無
い
。

粘
葉
装

型

全
一
三
紙

縦
一
六
・
三
セ
ン
チ
、
横
一
六
・
六
セ
ン
チ
。

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
宥
傳
（
寛
政
二
年
に
宥
豊
と
改
名
）
師
の
書
写
本
。

こ
の
写
本
は
他
の
写
本
よ
り
も
、
我
々
が
現
在
用
い
て
い
る
常
用
字
体
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
底
本
と
す
る

こ
と
に
し
た
。

甲
本

成
田
山
仏
教
研
究
所
所
蔵
本

外
題
に
『
四
度
土
代
』
と
墨
書
さ
れ
、
所
蔵
者
で
あ
っ
た

賢
師
の
名
前
が
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。
内
題
に
は
「
當
流
四
度
加
行

條
ノ
云
」
と
あ
り
、
尾
題
は
無
い
。

粘
葉
装

型

全
一
二
紙

縦
一
六
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
六
・
四
セ
ン
チ
。

豊
山
の
大
和
長
谷
寺
所
蔵
本
か
ら
の
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
の
転
写
本
。
虫
損
多
し
。

乙
本

成
田
山
仏
教
図
書
館
所
蔵
本

ち
1711

63

外
題
に
『
四
度
土
代
』
と
墨
書
さ
れ
、
内
題
に
は
「
當
流
四
度
加
行
」
と
あ
り
、
尾
題
は
無
い
。

粘
葉
装

型

全
一
三
紙

縦
一
六
・
四
セ
ン
チ
、
横
一
六
・
五
セ
ン
チ
。

京
都
智
積
院
で
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
圓
胤
師
が
書
写
し
た
写
本
。



三
七

四
度
加
行
の
基
礎
資
料　
―
『
四
度
土
代
』
―

丙
本　

成
田
山
仏
教
研
究
所
所
蔵
本

外
題
に
『
四
度
土
代
』
と
墨
書
さ
れ
、
所
蔵
者
で
あ
っ
た
玄
深
師
の
朱
の
角
印
（
二
・
三
セ
ン
チ
四
方
）
二
種
（
陽
刻
の
海
龍
之
印

と
陰
刻
の
玄
深
）
が
押
印
さ
れ
て
い
る
。

包
紙
に
も
「
四
度
土
代
」
と
墨
書
さ
れ
、
玄
深
の
署
名
と
海
龍
之
印
の
朱
印
が
押
印
さ
れ
て
い
る
。

粘
葉
装

型　

全
一
三
紙　

縦
一
六
・
三
セ
ン
チ
、
横
一
六
・
六
セ
ン
チ
。

奥
書
が
無
い
た
め
に
書
写
年
代
が
不
明
で
あ
る
が
、
一
緒
に
納
め
ら
れ
て
い
る
玄
深
師
書
写
の
他
の
聖
教
次
第
類
の
奥
書
か
ら
見

て
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
智
積
院
で
行
な
わ
れ
た
元

僧
正
の
伝
授
に
際
し
て
書
写
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

右
の
四
写
本
の
他
に
、
三
宝
院
流
憲
深
方
（
三
憲
と
略
称
さ
れ
る
）
の
一
流
伝
授
の
時
に
受
者
た
ち
に
配
布
さ
れ
た
、
複
製
聖
教
次

第
の
中
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
た
一
本
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
記
四
本
中
の
乙
本
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
東
密
事
相
口
訣
修
成
1
（
青
山
社
刊
）
の
中
に
、
稲
谷
祐
宣
師
が
、
智
積
院
第
七
世
能
化
の
泊
如
運

僧
正
の
『
四
度
泊
如
記
』

と
共
に
、
こ
の
『
四
度
土
代
』
を
訓
下
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
本
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
参
照
註
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。

　

と
あ
る
の
は
、
底
本
に
朱
筆
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
、
異
本
に
よ
る
校
異
で
あ
る
。

　

四
種
の
写
本
間
に
あ
る
校
異
は
、
下
段
に
脚
注
形
式
で
示
す
。

　

句
点
、
読
点
は
無
い
の
で
適
宜
字
間
を
空
け
、
改
行
し
合
点
は
加
え
な
い
。

　

校
合
本
の
明
ら
か
に
写
誤
と
思
わ
れ
る
文
字
に
つ
い
て
は
、
取
り
あ
げ
な
い
も
の
が
あ
る
。



三
八

　
　

四
度
土
代
項
目

　

一
十
八
道
加
行
正
行
日
数ノ
事
 
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
三
九

　

一
加
行
等ノ
日
次
可
撰
之
事
 
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
四
〇

　

一
日
次
治
定
之
已
後
作
法
受
得
事　

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
四
一

　

一
本
尊
并
ニ
道
場
料シ
ツ

理ラ
イ

用
心ノ
事
 
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
四
一

　

一
礼
拝
等ノ
所
作ノ
事
 
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
四
五

　

一
次
第
書
写
并
暗
誦
等
時
分
事　

 ‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
四
七

　

一
初
行
間
事　

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
四
九

　
　
　

金
剛
界　

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
五
〇

　
　
　

次
第
書
写
并
暗
誦
事　

 ‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
五
二

　
　
　

胎
蔵
界　

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
五
四

　
　
　

護
摩　

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
五
四

こ
の
四
度
土
代
項
目
は
、
本
文
中
に
示
さ
れ
て
い
る
項
目
を
私
に
並
べ
た
も
の
で
、
全
体
の
内
容
を
知
る
う
え
で
便
利
と
考
え
て
最
初

に
掲
げ
る
。



三
九

四
度
加
行
の
基
礎
資
料

―
『
四
度
土
代
』
―

（
外
題
）
四

度

土

代

①
宗
云四

度
土
代ハ
憲
深
第
七
代
幸
心
完
隆
源ノ
作
也

（
内
題
）
當
流
四
度
加
行
②條
々
③
ムワ
タ
ク
シ

一
十
八
道
加
行
正
行
日
数
ノ
事④

加
行
ハ者
必
百
日
正
行
者
シ
テ而
百
七
日
也

但シ
⑤先ツ
七
日
開
白

結

畢テ
次ニ
百
日
更ニ
修レ
之
仍⑥
テ七
日ヲ
号ス二 ⑦初
行ト一
共ニ
是レ
正
行
也⑧

而マ
ク

已ノ
ミ

問
七
日
初
行
百
日
正
行
是
何
事

―

ソ
ヤ哉

答
共ニ
是レ
正
行
也
⑨
ソ
加
行
ハ
百
一
日
ノ
日
中
ニ結

ス自二
其
夜一
正

行
百
日
可レ
修レ
之ヲ

ニ
而
百
日ノ
日
数
延
々

―

ナ
リ若シ
其
ノ間
ニ或ハ
重
服
或ハ
発

病ノ
事
出
来セ
ハ設ヒ
雖レ
及ト二
八
九
十
日ニ一必ス
可レ
破ルレ之
又⑩

以二
後
日ヲ一始テ
行レ ス
ル之

時
更ニ
自二
加
行
百
日一
可レ
修レ
之
是ノ
故ニ
先ツ
七
日
正
行
開
白
結
シ
ツ
レ
ハ

設ヒ
百
日ノ
中ニ
雖レ
破レ
之
⑪

二
行ス
ル之一
時
唯
正
行ノ
ミ
ニ
シ
テ

自二
加⑫

行一
不レ
修レ

之
仍テ
⑬顧ミ二
行
者ノ
苦
労ヲ一
如レ
此
被レ
定二
置
之一
此
ノ日
数
十
八
道ニ
不レ
限
金

台
護
摩
⑭可レ
准二
知ス
之一
者
也

―

①
「
宗
云
四
度
土
代
ハ
憲
深
第
七
代
幸
心
完
隆

源
ノ
作
也
」
ハ
表
紙
見
返
シ
ノ
押
紙
ニ
ア
ル

書
キ
込
ミ
。「
幸
心
完
」ハ「
報
恩
院
」ノ
片
字
。

②
「
條
々
」
右
下
小
サ
ク「
條
ノ
云
」ト
ア
リ
、

無
シ
。

③
「
ム

ワ
タ
ク
シ」

私
ノ
片
字
、

無
シ
。
稲
谷
祐
宣

師
本
デ
ハ
、コ
ノ
下
ニ
「
隆
源
こ
れ
を
撰
す
」

ト
ア
ル
。

④
「
事
」

無
シ
。

⑤
「
先
」

無
シ
。

⑥
「
仍
テ
七
日
」

「
仍
テ
初
之
七
日
」
ト

ア
ル
。

⑦
「
初
行
」

「
初

」。

⑧
「
也
」

無
シ
。

⑨
「
ソ
」

無
シ
。

⑩
「
又
」

無
シ
。

⑪
「

行
」

「
又

行
」
ト
ア
ル
。
「

修
」。

⑫
「
加
行
」

「

正加
イ

行
」

⑬
「
顧
」

「
願顧
イ

」

⑭
「
可
」

無
シ
。

當
―
当

條
―
条

ム
―
私

惣
―
総

―
シ
テ

―
願

荅
―
答

―
然

―

―

―
勤

―
歟

台
―
胎



四
〇

　

問 

重
受ノ
人
加
行ノ
日
数
等
如
何

　

答 

⑮重
受ノ
人モ
依リレ人ト
ニ依テレ
事ト
ニ而
⑯兼テ
⑰難レ
定
或ハ
貴
人
或ハ
老
病
人
⑱持
戒

持
律ノ
之
僧
其ノ
機ニ
随テ
師
主
授クレ之
仍テ
加
行
七
日
三
⑲七
日
又
無二
加
行一

等
不
定ナ
ル者

但シ
其ノ
流ノ
師
祖ノ
之
先

又ハ
者
傍
例
等
可レ
尋レ
之

重

⑳授ノ
人
多
分
加
行ノ

ミ
ニ
テ

　

不
ルレ
及二
正
行ノ
沙
汰ニ一

但シ
於二
四
度ノ
法ニ一
皈二 シ
テ

初

心ニ一
沙二
汰ス
ル之ヲ一
者㉑
ナ
リ何ソ
無二 ン
ヤ正
行一
乎

　

一 

加
行
等ノ
日
次

―

可レ
撰レ
之
事

　

修
中
無
為
所

成
就ノ
為ニ
尤
可シレ
撰フ二
吉
日ヲ一
就レ
中
師
資ノ
衰
日

可レ
除レ
之
又
㉒赤
舌
日
當
時
多
分
不レ
用レ
之
但
是
非二
㉓

陽
道ノ
存
知ニ一

云　
　

云

其ノ
外
宿
曜
支
于
等
各
有二
吉
凶一
為ニ
師
主
可二
撰
㉔定一
云　

　

云

　

問 

宿
曜
㉕

与
イ
支
于
一専ラ
以レ
何
可レ
為レ
先ト
乎

　

答 

天
竺ニ
ハ者
以二
宿
曜一
為レ
本ト
漢
朝ニ
ハ者
以二
支
于一
為レ
先
我
朝ニ
ハ者

国
之
風ヲ
受テ
宿
曜
支
于
共ニ
用レ
之
由二
口
傳ニ一也
㉖但シ
灌
頂
等
自
宗ノ
之
習

猶
以二
宿
㉗曜一
為レ
本ト

冝クレ
任二
師
主ノ
之
所
為ニ一
而
巳

―
歟

皈
―
帰

―
願

―
陰

―
両

⑮ 

「
重
受
ノ
人
モ
依
レ
人
依
レ
事
」
「
重
受
之
依

人
事
」、

「
重
受
人
依
人
事
」

⑯
「
兼
」

無
シ
。

⑰
「
難
レ
定
」

「
難
定
之
」。

⑱
「
持
戒
」

「
或
時
戒
」。

⑲
「
三
七
日
」

「
三
日
」。

⑳
「
重
授
」

「
重
受
」。

㉑
「
者
何
」

「
者
如
何
」。

㉒ 

「
赤
舌
日
」

「
亦
舌
日
」。（
シ
ャ
ク
ゼ
ツ

ニ
チ
ハ
凶
日
）

㉓
「

陽
道
存
知
」

「

陽
道
之
在
知
」。

㉔
「
撰
定
」

「
撰
之
」。

㉕
「

」

無
シ
。

㉖
「
但
」

無
シ
。

㉗
「
曜
」

無
シ
。

二

ハ



四
一

四
度
加
行
の
基
礎
資
料　
―
『
四
度
土
代
』
―

　

一 

日
次

―

治
定
之
已
後
作
法
受
得
事

　

師
主
折
紙
等ニ
㉘註レ シ
テ之
被レ
授レ
之ヲ
或ハ
草
子
受ケ
ハ者
強テ
不レ
及二 ㉙

害書
イ

写
云　

　

云

但シ
本
尊ノ
所
作ハ
㉚
カ有二
異
本一
様
共ニ
当
流ノ
之
㉛師○

祖
イ

所
レ ナ

リ被レ
用

也之
イ

所
詮
當
時
被レ
書セ
32

様授
イ
ノ之
本
可レ
為二
肝
要一
不レ
可三
異
二
求ス
之ヲ一

　

一 

本
尊
并
ニ
道
場
料シ

ツ

理ラ
イ

用
心ノ
事

　

本
尊
如
意
輪
中
央
左
右ノ
脇ニ
大
師
尊
師ノ
御
影
懸レ
之ヲ
其
前ニ
小

或
机
一33
机
立レ
之
其
上ニ
閼
伽
器
一
前
供
レ
花

　

火
舎
一
薫
スレ
香
花
瓶
二
二

樒ノ
枝タ一
34
ノ
左
右ニ
燈
䑓
二
本
供
ス二
灯
明
一

ノ
前ニ
半
帖
一
枚
敷クレ
之ヲ
左ノ
脇―

机ノ
上ニ
理
趣

礼
懺
文又

イ

置レ
之
或
ハ
焼
香
35
一

右ノ

ニ
打
鳴

―

一
口

36　　
　
　
　

 

置レ
之
以レ
ヲ
可シレ
示スレ
之ヲ

在
二
座
イ

　

座
有

―

二
橦
木
一

―
聊
、

―
両

―
壇

―
挿

―
裏

―
邊

―
図

㉘
「
註
」

「
注
」。

㉙
「
害
」

ニ
ハ
「
書
」
ト
ア
リ
写
誤
カ
。

㉚
「

」

「
都
」。

㉛
「
師
祖
」

「
師
」。

32
「
様
」

「
授
」。

33
「
机
」

「
脚
」。

34
「

」

無
シ
。

35
「
一

」

「

」。

36
「
座
有
二
橦
木
一
」
ト
小
字
デ
ア
リ
、

ニ

ハ
「
在
座
鐘
木
」
ト
ア
ル
。



四
二



四
三

四
度
加
行
の
基
礎
資
料　
―
『
四
度
土
代
』
―

　

此ノ
外
用
意ノ
具

池
桶 

閼
伽
桶
37
有
レ

 

花
籠 

香
箱 

火
打 

硫
黄 

燈
心
等

　

問 

常38
ニ
以二
大
師一 39懸二
本
尊ノ
40左ニ一
41尊
師ハ
者
右
也
今
何ソ
相
翻
乎

　

答 

自レ
元

様
也ナ

リ

共ニ
師
祖
所レ
被
レ ル

ゝ用
也
但
本
儀ハ
如42二
今ノ

ノ一
其ノ
故

佛
界ニ
ハ以レ
右
為レ
本ト

生
界ニ
ハ以テレ
左ヲ
為レ
上ト
仍テ
大
師ヲ
本
尊ノ
右
方ニ
奉レ
懸レ
之

也
ド
モ
而
順二 ジ
テ世
間ノ
儀ニ一
而
以二
左ノ
方ヲ一
為二
上
首ト一
以二
大
師ヲ一
左
方ニ
43掛レ
之

又
御
影ノ
之
向キ
様
准二 ナ
リ本
尊ニ一
仍テ
此44
様
無レ
及二 フ
コ
ト子
細ニ一
且ツ
阿
弥
陀ノ
三
尊ノ

時
或ハ
左リ
観
音
右キ
勢
至
或ハ
左リ
勢
至
右キ
観
音
是レ

経ノ之
異
説
也
左

右
共ニ
非レ
無二
其ノ
例一
而
已

　

問 

上ニ
鈴
杵
金
剛
盤
脇
机

―

ニ
灑
水
塗
香
45器
居レ
之
雖レ
非二
46當
時ノ

之
所
用ニ一
為ニ二
荘
厳一 ノ置クレ之
様
有レ ル之

如
何

　

答 

誠ニ
可レ
事

但シ
當
流
未タレ用レ
之
仍テ
所レ
不レ
置レ
之ヲ
也

　

問 

三
時
供
物
如
何

　

答 

先ツ
47

開初
夜

白
ニ
ハ香 

花 

燈
明
ノ之
外

仏
供
二
杯

備レ
之
開
白ハ
雖レ

48

為イ
無

二 49
初
夜ナ

リ
ト一

備二
仏
供ヲ一
事
御
修
法
護
摩
已
下ノ
通リ
ノ法
則
耳ノ

ミ

37
「
有
」

「
在
」。「
池
桶
」
ハ
「
ミ
ズ
オ
ケ
」

38
「
常
」

「
當
」。

39
「
懸
」

無
シ
。

40
「
本
尊
左
」

「
本
尊
左
也
」。

41
「
尊
師
者
右
也
」

無
シ
、

「
者
」
無
シ
。

42
「
今
」

「
令
」。

43
「
掛
」

「
懸
」。

44
「
様
」

ニ
「

」
ト
ア
ル
ハ
写
誤
カ
。

45
「
器
」

無
シ
。

46
「
當
」

無
シ
。

47
「
開初夜
白
」

「
開
白
初
夜
」。

48
「
為
」

無
。

49
「
初
夜
」

「
夜
」。

燈
―
灯

―
両

―
図

佛
―
仏

―
衆

―
然

―
壇

―
歟



四
四

　

問 

一
切ノ
修
法
別
行
等
何カ
故

―

ソ
50以二
初
夜ノ
時ヲ一起
首ト

ス
ル

 

乎

　

答 

ス
イ

ノ
上ニ
云
一
切ノ
51曼
荼

勿下
於二
晝
日ニ一
起
首シ
テ

而
作上 ス
コ
ト

　

若シ
晝
日ニ
作サ
ハ獲二
大
苦
悩一
於二
日
没ノ
時ニ一
應レ
作ス

□○
イ

應ニレ
知
於二 テ
ハ夜
分ノ
時ニ一

諸
事
寂
静ニ

シ
テ作

法
52有ンレ
驗シ
是ノ
故ニ

口○
イ
以
下
異
本
無

於0
レ夜0
應0
レ作0
二
三
摩
耶
等

0

0

0

0

 

53大
曼
荼

0

0

0

羅0一
又0
於0 イ
無

二日
没
之

0

0

0

時0
一准0
レ此0
應0
レ知0
於0
二夜0
分0
一諸
事

0

0

 

寂0
静0 ニ
シ
テ作
法

0

0

有0レ
驗0
是0 レ已
上日
没ノ
之
時
諸
天
集
會シ
テ
観異

無
二

視
作
法ノ
之
處ヲ一

加二
威ヲ
彼ノ
人
ニ一
是ノ

故ニ
於0 異

無レ
夜0
ニ作二 54曼
荼
羅ヲ一文

　

問 

佛
供ノ
之
時
汁シ

ル

菓
子
備レ ル
ヤ之
乎
如
何

　

答 

當
流ノ
之
習ヒ
供

ニ
雖
レ
備ト二
仏
供ヲ一
於二 ハ汁
菓
子ニ一
55者
未タレ
供レ
之
自

二
56護
摩一
汁
菓
子
備レ
之
供

ニハ

仏
供モ
二
杯ニ
不レ ル過
キ也　

後
夜ノ
時
香

花
燈
明
57自

レ
是
一
灯

其ノ
外
58飲
食
粥
等
無レ
之
當
流ノ
之
習ヒ
粥ヲ
モ自二
59護
摩一
供レ

之
供
ニ
ハ
一
向
畧スレ
之
仍テ
60初
夜
後
夜
ノ二
時ハ
無二
供
物一
也　

日
中ノ
時

開
白ノ
之
外
毎
日ノ日
中ニ
佛
供
備レ
之
但シ
開
白ハ
熟
佛
供
二
杯
自リ二
翌
日一

日
中ハ
者
洗アラヒ
ヨ
子米

―

61白米
二
杯
用ユレ
之
大
師 

尊
師
同レ
之　

初
夜ノ
時
香
花
ノ之

50
「
以
」

無
シ
。

51
「
曼
荼
羅
」

「
大
曼
荼
羅
」。

52
「
有
」

「
者
」。

53
「
大
曼
荼
羅
」

「
大
万
荼

」。

54
「
曼
荼
羅
」

「
万
荼
羅
」。

55
「
者
」

無
シ
。

56
「
護
摩
」

「
言
广
」
片
字

57
「
自
是
一
灯

」

「
自
是
一
灯
也
」

58
「
飲
」

「
飯
」

59
「
護
摩
」

「
言
广
」

60
「
初
夜
後
夜
」

「
初
後
夜
」

61
「
白米
」

「
白
米
也

」

「
白米
也
」

「
白米
ナ
リ

」

―

、

―
経

―
羅
、
晝
―
昼

應
―
応

驗
―
験

會
―
会



四
五

四
度
加
行
の
基
礎
資
料　
―
『
四
度
土
代
』
―

外
佛
供
無レ
之
如二
後
夜ノ一
62
已
上
供
物
畧
式
加
行
初
行
正　

行
無
レ
異
金
胎
等
准
ヨレ
之
ニ

　

一 

65礼
拝
等ノ所66
作ノ
事

　

先
開
白
初
夜
香 

花 

燈
明 

飲67
食
辨68

備ス
ル
コ
ト

　
　
　

如レ
69前
或
ハ
承
仕

或
ハ
自
承
仕
ナ
リ

　

次ニ
行
者
威
儀ヲ
正ク
シ
テ仏
前ノ
半70
疂ノ
前ニ
進ミ

寄

―

テ礼
拝
始レ
之
71五
躰
投

地ナ
リ也　

左ノ
頭
中
指ノ
之
間
ニ念
珠ヲ

テ
数ズ
可レ
取
也　

一
遍
毎ニ
頌
文

一
72遍
謂ク
礼
拜
百
遍
誦
文
百
73遍
也　

礼
74拜
了テ
着二
半75

疂一
76金
二

打
此
ノ
金
或
ハ
礼
拜
ノ

已
前
ニ
打
レ
之
云
云

　

次
心

七
巻
或
ハ理
趣

等
ノ作
法
了テ
77磨リ二
念
珠ヲ一能

祈
念シ セ
テ ヨ

78
次
ニ
金
丁

　

次ニ
退
下
三
礼
已
上
本
尊

　

問 

礼
拜
必ス
可レ
為局

イ
二
百79
遍一
如
何

答 

打
任テ
必
百
遍
也
80或ハ
老
病
人
或ハ
重
受
81等ノ
人

一
82遍ニ
被ルレ

許ユ
ル
サ
83也

62 

「
已
上
」
以
下
細
字
二
行
割
書
一
九
字　

二
八
普
通
字
ニ
ナ
ッ
テ
イ
ル
。

63
「
式
」

「
或
」。

64
「
初
行
」

無
シ
。

65
「
礼
拝
」

「
礼
佛
」。

66 

「
所
作
事
」

「
所
作
作
法
事
」、

「
所

作
法
事
」。

67
「
飲
」

「
飯
」。

68
「
辨
備
」

「
備
」。

69
「
如
前
」

「
如
例
」。

70
「
半
疂
」

「
半
帖
」。

71
「
五
躰
投
地
也
」

「
五
体
投
地
」。

72
「
遍
」

「
反
」。

73
「
遍
」

「
反
」。

74
「
礼
拝
了
」

「
礼
了
」。

75
「
半
疂
」

「
半
帖
」。

76
「
金
二
打
」

「
金
二
丁
」。

77
「
磨
念
珠
」

「
摩
念
珠
」。

78 

「
次
ニ
金
丁
」
細
字
部
分
、
「
金
丁
」
ト
ア

リ
。

79
「
遍
」

「
反
」。

80
「
或
ハ
老
病
人
」

「
或
老
病
」。

81
「
重
受
等
人
」

「
重
受
人
」。

82
「

一
遍
」

「
廾
一
遍
等
」。

83
「
被
レ
許
也
」

「
被
許
之
也
」。

63　

64

疂
―
畳
、
躰
―
体

―
挿

拜
―
拝



四
六

　

別
儀
ナ
ル
ヘ
シ

　

次ニ
大
師ノ所
作
更ニ
備二 ル
コ
ト香 

花 

仏
供ヲ一
如二
本
尊ノ一

　

先
三
礼
了テ
着二
半
84疂ニ一　

金
二
丁

　

次ニ
理
趣
経
85一
巻
勧
請
ハ
弘
法

大
師
増
法
楽

　

次
ニ
86礼
懺
文金

界
イ金

界

　
　 

尊
勝
陀
羅
　

三
反

　

次
ニ宝
号
87南
無
遍
昭
火

金
号
百
反
了
ル

　

次
祈
念
金
丁

　
　 

退
下シ
テ三
礼
也

　

次
尊
師ノ所
作
作
法
雖
レ
不
レ
載
レ
之
必
如
二
大
師
ノ一
行
レ
之
是
當
寺
ノ

之
所
用
而
己
更
ニ

88
備
二ル
コ
ト
香
花
仏
供
ヲ一
如
二
大
師
一

　
89次
三
礼　

畢テ
着二
半
90疂一　
金
二
丁

　
　

　

次ニ
理
趣
経　

一
巻

　
91勧
請ハ 

尊
師
聖
霊
成
正
覚

　

次ニ礼
懺
文
如
レ
前

或
台
界

　

次ニ尊
勝
陀
羅

　

次ニ宝
号ノ
處ニ　

彌
勒ノ
真
言　

百
反

84
「
半
疂
」

「
半
帖
」。

85
「
一
巻
」

無
シ
。

86
「
礼
懺
文
」

「
懺
文
」。

87 

「
南
無
遍
昭
火

金
剛
百
反
了
ル

」

「
イ
ニ
百
光
南
無
遍
昭
火

金
剛
百
返
了

」。
「
南
無
遍

照
金
剛

百

反
」。

88 

「
備
二ル
コ
ト
香
花
仏
供
ヲ一
」
ト
細
字
ニ
ア
ル
ガ
、

ニ
ハ
、
同
ジ
細
字
ニ
テ
「
備
二
香
花
仏

供
一
事
」
ト
ナ
ッ
テ
イ
ル
。

89
「
次
三
礼
」

「
先
三
礼
」。

90
「
半
疂
」

「
半
帖
」。

91 

「
勧
請
ハ
尊
師
聖
霊
成
正
覚
」
前
ノ
「
理
趣

経 

一
巻
」
ノ
下
ニ
、
細
字
二
行
割
書
ニ
ナ
ッ

テ
イ
ル
。

―
尼

台
―
胎



四
七

四
度
加
行
の
基
礎
資
料　
―
『
四
度
土
代
』
―

　
　

92誦シ

テ
93祈
念セ
ヨ
金
丁

　
　　
　

退
下
三
礼
也

　

次
後
夜ノ
時
香 

花 

灯
明
自
レ
是
一
灯

常
ノ
事
也　
94飲
食
粥
無レ
之

　
　

本
尊ノ所
作
如レ前
大
師
尊
師
ノ

所
作
無
レ
之

　

次ニ
日
中ノ
95時
自
レ
是
洗
米

二
坏
也

　
　

本
尊
并
ニ
大
師　

尊
師ノ
所
作
宛モ
如二
開
白ノ一

　

次
初
後夜

イ

  

96時ノ仏
供
無
レ
之  

本
尊ノ
所
作
如レ
前ノ　

大
師　

尊
師ノ
所
作
無レ
之

　

一 

次
第
書
写
并
ニ
暗
誦
等ノ
時
分ノ
97事

皆
是
加
行
百
日98
ノ中ノ
之
所
作ナ
リ也　

暗
誦ノ
之
時
分ハ
行
者
利
鈍ニ
随テ

師
主
被レ
許レ
之ヲ
仍テ
延
縮
不
定
也　
99

但0 異
無

是0

―

大
概
也

0

0

0　

假
令
十
八

道ハ
七
100十
日
以
後ノ
之
書
写
八
十
日
巳
後ノ
暗
誦
等
也　

但シ
是
大

概
也　

書
写ノ
之
堪
否
暗
誦
之
利
鈍
其ノ機
未タ二
◯101一
准一 ナ
ラ實ニ
ハ書
写

不
堪ノ
之
行
者ハ
以二
古
◯102本ヲ一

被レ
授レ
之
◯103

◯104常ノ
事

利
根ノ
行
者ハ
五
日
六

日ニ
モ暗
誦
◯105校
合ス
ル也　

鈍
◯106根ハ
十
日

日ニ
モ不レ
叶
加
行
中ヲ
ヤ
リ
過ス
モ

ア
リ

92
「

」

「
了
」。

93 

「
誦
シ

テ
祈
念
セ
ヨ
」

「
誦
シ
畢
テ
礼
祈

念
セ
ヨ
」。

94
「
飲
」

「
飯
」。

95
「
日
中
ノ
時
」

「
日
中
」。

96
「
初
後
時
」

「
初
夜

」。

97
「
時
分
ノ
事
」

「
時
分
等
」。

98 

「
百
日
ノ
中
ノ
之
所
作
也
」

「
百
日
之
中
之

作
也
」、「
百
日
之
中
也
」。

99
「
但
是
大
概
也
」

無
シ
。

100
「
七
十
日
」

「
七
日
」。

◯101
「
一
准
」

「
准
」。

◯102
「
古
本
」

「
古
」。

◯103
「

」

無
シ
。

◯104
「
常
ノ
事

」

「
常イ
當

」。

◯105
「
暗
誦
校
合
ス
ル
也
」

「
暗
誦
授
合
也
」。

◯106
「
鈍
根
」

「
鈍
根
機
」
虫
損
ア
リ
。

坏
―
杯

假
―
仮

―
歟



四
八

　
　

其ノ

時ハ
加
行
百
日
結
シ
テ
◯107一
時ニ
テ暗
誦
等
了テ
後チ
初
行ヲ
モ可レ
始レ
◯108之

　

問　
◯109暗
誦
中ノ用
心
如
何

答　

三
時ノ
自
行  

入
堂
并
ニ
食
時  

◯110大
小
便
利ノ
之
外
晝
夜
無二
ク

他
事一
可レ
励ムレ
之　
◯111坊
中
朝
夕ノ

行
尚ヲ
被レ
免サレ
之　

又
不レ
剃レ
髪ヲ　

不レ
切レ
爪  

沐
浴
等
◯112猶
ヲ不二
自
由一 ナ
ラ
況ヤ
於二
會
遊ノ
之
席ニ一
蜂
起シ
闘
諍ノ

之
庭ニ
令二 ン
ヤ出
頭一
乎　
◯113努
力
可レ
停二
止
之一
又
断
酒
或
ハ
一

戔
皿

　

断

勿
論　

凡ソ
兒
童ノ之
◯114戯

咲
一
所ノ之
夜
宿
惣0 異

無
シ
テ

加
行
中

0

0

0

堅ク

◯115可レ
禁スレ
之　

委
細ハ
祖
師ノ
◯116御

○

記
ニ
イ
草ノレ之

時
所ノ
之
作
法ニ
有レ
之
可

レ
悉レ
之

問　

行
者
寢
ノ
之
時
◯117袈
裟
撤レ之
事
如
何

答　

ソ
◯118大
小
便
用ノ
之
◯119外
眠

之
時ナ
ラデ
ハ
◯120不レ
可レ
放二
袈
裟ヲ一
云　

　

云　

衣ハ
乍レ
着
眠
セ
ヨ也　

陰
所
之
時
ナ
ラ
テ
ハ
不レ
脱レ
之ヲ  

但
上
堂ノ

之
衣
内
ノ々
着
用
各
別ニ
尤ト
モ可レ
用二
意ス
之一云　
　

云

◯107
「
一
時
」

無
シ
。

◯108
「
可
レ
始
レ
之
」

「
可
レ
始
」。

◯109
「
暗
誦
中
」

「
誦
中
」。

◯110 

「
大
小
便
利
」
「
大
小
便
利イ

ニ
痢
」、

「
大

小
便
痢
」。

◯111 

「
坊
中
朝
夕

行
」

「
坊
中
ノ
朝
ノ

行
」。

◯112 

「
猶
」

無
シ
。

◯113 

「
努
力
」

「
努ユ

力メ

」。

◯114 

「
戯
咲
」

「
戯
笑
」。

◯115 

「
可
レ
禁
レ
之
」
「
可
禁
之
云　

　

云
」。

◯116 

「
御
○記
ニ
イ
草
レ
之
」

「
御
記
草
之
」。

◯117 

「
袈
裟
撤
之
」

「
袈
裟
衣
撤
之
」。

◯118 

「
大
小
便
用
」

「
大
小
用
」。

◯119 

「
外
」

無
シ
。

◯120 

「
不
レ
可
レ
放
二
袈
裟
一
」

　

「
此
ノ
字
不
レ
入

私
也

不
レ
可
レ
放
二
袈
裟
一
」。

―
願

會
―
会

―
兒
―
児

―
雑

―
臥

―
陰



四
九

四
度
加
行
の
基
礎
資
料　
―
『
四
度
土
代
』
―

　

一　

初
行ノ
間ノ
事

先ツ
加
行
百
◯121一
日ノ日
中ニ結
シ自二
其ノ夜一
初
行
開
白
◯122有

二
表
白
一

　

三
時ノ勤
行
作
法
如レ
常ノ　

但シ
改テ二
礼
拝ヲ一
而
行
法ノ
之
◯123次
第
能

可レ
納―二 シ
テ

得行
イ

之ヲ一
併ラ
守二
師
主ノ
訓
説ヲ一
不レ
可二
異
求ス一
者
也

問　

道
場ノ

料シツ
理ライ
等
如
何

答　

本
尊　

大
師　

尊
師　

其
上

上
供
物◯124
以
下
如二
十
八

道ノ一　

但シ
鈴 

杵 

金
剛
盤
并
ニ
灑
水　

塗
香
器
置レ
之
◯125以レ
之
為レ
異ト

第
八
日ノ
日
中ニ
結
ス ◯126

了イ
無
テ
◯127結

作
法
可レ
習レ
之
又
自二
其
夜一
正

行
開
白
◯128有

ニ
表
白
一　

百
日
三
時
可レ
勤二
行ス
之ヲ一

問　

加
行
◯129初
行
正
行
三
時ノ供
物
各

有レ リ
ヤ異
如
何

答　

全
同
也　

開
白　

結
孰
火　仏
供　

毎
日ノ日
中
洗
米

　
　

初
後
夜ノ
◯130二
時　

香　

花　

燈
明
◯131許リ
ナ
リ也　

大
師　

尊
師ノ所

作
又
以
無レ
異
耳

問　

此ノ加
行
◯132已
下
必ス
可キ二
相
続
事

如
何

答　

加
行
并
ニ

初
行ハ
必ス
可シ二相
続ス一　

次
ノ百
日
正
行ハ或ハ
暫ク
閣レ オ
ク

◯121 

「
百
一
日
」

「
百
日
」。

◯122 

「
有
二
表
白
一
」
ト
細
字
デ
ア
リ
、

「
在
表

白
」
ト
細
字
ニ
ア
リ
。

◯123 

「
次
第
」

「
次
」。

◯124 

「
以
下
」

「
已
下
」。

◯125 

「
以
レ
之
」

無
シ
。

◯126 

「
了
」

無
シ
。

◯127 

「
結

作
法
可
レ
習
レ
之
」
「
結

作
法

可
習
之

」。

◯128 

「
有
二
表
白
一
」
小
字
デ
ア
リ
、

ニ
ハ
「
在

表
白
」
ト
ア
ル
。

◯129 

「
初
行
」
一
流
伝
授
時
配
布
聖
教
ニ
無
シ
。

◯130 

「
二
時
」

「
三

」。

◯131 

「
許
リ
ナ
リ
也
」

「
計
」。

◯132 

「
此
加
行
」

「
此
加
行
也
」。

時
―



五
〇

之ヲ
常ノ
事

―

　
　

○

金
剛
界

加
行
十
八
道ノ
法
◯133

二

修行
イ之

一

  

如
正
行　

開
白
◯134有

二
表

白
一

大
師　

尊
師ノ
所

作
等
無レ
異コ
ト道
場
料
理
◯135又
如レ
先

問　

此ノ
加
行
十
八
道ノ
正
行ニ
必ス
可二
相
続ス一
乎

答　

無二
殊ナ
ル指
合
一者
可レ
相二
続ス
之一
也　
◯136但
年
中
一
界

受
ヲ為二
本

儀一
故ニ　

但シ
◯137
是0 異

無
モ

可0レ
依0レ
人0 ニ　

師0
主0
ノ命0
ヲ可0

レ為0
レ本0 ト也0　

行
者

養
◯138性
等ニ
ハ
◯139許シ
テ暫ク
◯140休
息セ
シ
メ
ン
ニ又
有二 ン
ヤ何
◯141事カ一
乎

問　

道
場ノ
之
料
理
如二
十
八
道一 ノ
云　

　

云　

レ
ト
モ
◯142而
初
心
猶ヲ
不
審ナ
リ

重テ
以レ
ヲ可レ
被レ
示

答　

尤
可シレ
ル
云　

　

云

◯133 

「
二―
修
之
一
」

「
勤
行
之
」。

◯134 

「
有
二
表
白
一

」

「
在
表
白

」。

◯135 

「
又
如
先
」
「
又
以
如
前
」、
「
又
如
何
」。

◯136 

「
但
年
中
一
界

受
」
「
異
本但―

年―

中―

一―

界―

傳―

受―

」。

◯137 

「
是異

無﹅

モ
可﹅
レ
依﹅
レ
人﹅
ニ

﹅　

師﹅
主﹅
ノ
命﹅
ヲ
可﹅
レ
為﹅
レ

本﹅
ト
也﹅
」
傍
点

ニ
モ
ア
リ
、
此
ノ
一
二
字

ニ
ツ
イ
テ
、
写
本
ニ
依
ッ
テ
出
没
ガ
有
ル
コ

ト
ヲ
示
ス
。

◯138 

「
養
性
」

「
養
生
」。

◯139 

「
許
」

「
料
」。

◯140 

「
休
息
」

「
体
息
」。

◯141 

「
何
事
」

「
何
」。

◯142 

「
而
」

無
シ
。



五
一

四
度
加
行
の
基
礎
資
料　
―
『
四
度
土
代
』
―

◯143 

此
ノ
図
、
底
本
ニ
対
シ

デ
ハ
大
師
ト
尊

師
ガ
入
レ
替
ッ
テ
イ
ル
。

◯143



五
二

　
　

一
次
第
書
写
并
ニ
暗
誦ノ
事

金◯144
剛
次
第
七
十
余
丁
◯145

書
写ス
ル之ヲ一
日
数
行
者
右
筆ノ
堪
否
不

定ナ
リ也　

六
七
十
日ニ
被レ ル
ゝ
ヤ許レ
之ヲ
哉
暗
誦ノ日
数

日◯146
計リ
カ

尤ト
モ

為二
大
事一
仍テ
多
分
行
者
退
屈ス
ル者ナ
リ也　

實ニ
書
写
不レ ン
ハ叶
者
古
本ヲ
以

傳
受ス
如シ二
十
八
道ノ一
若シ
加
行
中ニ
暗
誦
等
不レ
叶
者ノ
ハ結

以
後
以二

一
時ヲ一
可レ
終フ二
其ノ
㓛ヲ一
者
也

問　
◯147初
行ノ
壇
ノ

答　

本
尊
可レ
奉
二懸

ケ
替

―

ヘ一
大
師
尊
師◯148已
下
如シレ
例ノ

問　
◯149金
剛
界
◯150曼
荼
羅
◯151一
幅ハ
無二
子
細一 ◯152若シ
ツ

キ

界
本
尊ノ
之

時
為二 ン
ヤ之ヲ
如
何一 ン
カ

答　

本
儀　

先ツ
金
界ノ
正
行ナ
レ
ハ　
◯153胎
界ニ
ハ未タレ
及
仍テ
金
界
一
◯154幅
可レ

ル　

但
ツ

キ

界ノ
之
外ニ
◯155無二 ン
ハ本
尊一
無レ
力
事

可レ
用レ
之
哉

問　
◯156加
行
正
行
等
ノ次
第
◯157如二 キ
カ十
八
道ノ一
也

答　

全
同
也

◯144 

「
金
剛
次
第
」

「
金
界
次
第
」。

◯145 

「

」

「
次
」。

◯146 

「
計
」

「
許
」。

◯147 

「
初
行

」

「
初
行

如
何
」。

◯148 

「
已
下
」

「
以
下
」。

◯149 

「
金
剛
界
」

「
金
界
」。

◯150 

「
曼
荼
羅
」

「
万
荼

」。

◯151 

「
一
幅
」

「
一
輻
」、

「
一
幡
」。

◯152 

「
若
シ
」

「
着
ツ
ヽ
キ
」。

◯153 

「
胎
界
ニ
ハ
」

「
台
ニ
ハ
」。

◯154 

「
一
幅
」

「
一
輻
」。

◯155 

「
無
本
尊
」

「
無
本
尊
者
」。

◯156 

「
加
行
正
行
」

「
加
行
初
正
行
」。

◯157 

「
如
二
十
八
道
也
」

「
如
十
八
道

」。



五
三

四
度
加
行
の
基
礎
資
料　
―
『
四
度
土
代
』
―



五
四

　
　

○

胎
蔵
界

加
行ハ
又
◯158金
剛
界
百
日
行レ
之ヲ
仍テ
本
尊　

大
師　

尊
師　

所
作

已
下
悉ク
如二
金
界
正
行ノ一
無レ
異
者
也　

加
行
六
七
十
日ノ
之
比
次

第
書
写
暗
誦
等
又
以
如二
金
界ノ一　

行
者ノ
機
根ニ
依テ
金
界
ヨ
リ
◯159胎

ヲ
バ
タ
ヤ
ス
ク
暗
誦
ナ
ン
ト
ス
ル
人
ア
リ
然ト
モ而
大
方ハ
◯160台

ハ
毎◯161
事
煩
敷
事ニ
令二 ◯162存
知一
者
也

問　
◯163台

初
行

如
何

―

答　

金
界
◯164曼
荼
羅
徹シレ
之
◯165台
◯166曼
荼
羅
可シ二
懸
替

―

一　

其
ノ外ハ
又
金

界ノ
加
行
ニ
不レ
可レ
異
者
也

―

本
尊
ツ
ゝ
キ
◯168両
界
ナ
ラ
ハ
無レ
煩　

加
行　

初
行
不レ
可レ
有二
相

違一
者
也

―

　

大
師　

尊
師ハ
大
方

―
四
度
共ニ
奉レ
懸レ
之
者
也

―

　
　

○

護
摩

護
摩ハ
◯169別ニ
無二
加
行一
胎
蔵
正
行
百
日ノ
末ニ
◯170護
摩ノ
次
第
傳
受ス
ル
ナ
リ
也　

◯158 

「
金
剛
界
」

「
金
界
」。

◯159 

「
胎

」

「
台
蔵
」。

◯160 

「
台

」

「
台
蔵
」。

◯161 

「
毎
事
」

「
毎
度事

」。

◯162 

「
令
二
存
知
一
」

「
人
々
令
存
知
」。

◯163 

「
台

」

「
台
蔵
」。

◯164 

「
曼
荼
羅
」

「
万
荼

」。

◯165 

「
台

」

「
台
蔵
」。

◯166 

「
曼
荼
羅
」

「
万
荼

」。

◯168 

「
両
界
ナ
ラ
ハ
」
「

界
ナ
ラ
ハ

イ
ニ
ハ
無
レ
ト
モ
」。

◯169 

「
別
無
二
加
行
一
」
「
無
別
加
行
」、
「
無

加
行
」。

◯170 

「
護
摩
」

「
言
广
」。



五
五

四
度
加
行
の
基
礎
資
料　
―
『
四
度
土
代
』
―

◯167 

此
ノ
図
、
底
本
ニ
対
シ

デ
ハ
大
師
ト
尊

師
ガ
入
レ
替
ッ
テ
イ
ル
。

◯167



五
六

◯171但
シ校
合
ナ
ン
ド
ハ
無レ
之　

本
尊ハ
不
動
尊
也　
◯172胎
ノ
正
行

◯173百
一
日
ノ
日
中
結
シ自二
其
夜一
◯174護
摩ヲ
始テ
行ス
◯175表
白
有　

　

第
八
日ノ
日
中ニ
結
◯176又
自二
其
夜一
更ニ
百
日
行スレ
之ヲ
或ハ
七
日ノ
護
摩

已
後
暫ク
閣クレ
之
事
如二
先
ノ々一

問　

ノ

如
何
又
支
具
等
如
何

答　

支
具
◯177支
分
大ニ事
繁

―

シ
悉カ
ニ難シレ
◯178註シレ之
所
詮
息
災ハ
円

也　

尤

ト
モ能
々
可レ
有二
其ノ
沙
汰一
◯179

事耳
イ
ナ
リ

◯171 

「
但
シ
」

無
シ
。

◯172 

「
胎

」

「
台

」。

◯173 

「
百
一
日
」

「
百
日
」。

◯174 

「
護
摩
」

「
言
广
」。

◯175 

「
表
白

　

有　

」

「
有
表
白

　
　
　

」細
字
デ
右
寄
セ
ニ
ナ
ッ

テ
イ
ル
。

「
在
表
白

　
　
　

」
細
字
デ
右
寄
セ
ニ
ナ
ッ

テ
イ
ル
。

◯176 

「
又
」

無
シ
。

◯177 

「
支
」

無
シ
。

◯178 

「
註
」

「
注
」。

◯179 

「
事
」

「
耳
」。

次
頁
ノ
護
摩
壇
図
ノ
註
ノ
分
。

◯180 

此
ノ
図

ニ
ハ
、
不
動
尊
、
大
師
、
尊
師
ガ

記
サ
レ
テ
イ
ナ
イ
。

ニ
ハ
大
師
ト
尊
師
ガ

入
レ
替
ッ
テ
イ
ル
。

◯181 

此
処
ニ
「
佛
供
居

開
白
結

如
此
」
ト

ア
ル
。

◯182 

此
処
ニ
「
橛
四
本
五
色
糸
鳥
居
二
本
如
常
」

ト
ア
ル
。

◯183 

護
摩
壇
上
、
脇
机
上
ノ
仏
具
ニ
ツ
イ
テ
、

ニ
ハ
中
瓶
ニ
続
ケ
テ
香
薬
ト
ア
リ
、
菓
ニ
続

イ
テ
木
ト
ア
ル
。
又

ニ
ハ
大
杓
ト
小
杓
ノ

二
ツ
ダ
ケ
デ
ア
ル
。
脇
机
上
ニ
扇
ガ
無
ク
、

説
明
記
入
モ
無
イ
。

―
爐
―
炉



五
七

四
度
加
行
の
基
礎
資
料　
―
『
四
度
土
代
』
―

◯180

◯181◯182

◯183



五
八

問　

三
時ノ供
物
如
何

―

答　

初
夜ハ香　

花　

燈
明ノ
之◯184
外
無二
供
物一
但
開
白
ニ
ハ

如
二
上
ノ

ノ一

後
夜ニ
ハ粥
二
坏
◯185
畧
式
ニ
ハ
燒
供
飯
ニ
入
レ
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◯186日
中ハ中
間ノ
日
中
洗
米

―

二

坏　
◯187開
白
結
ハ

佛
供
等
◯188如レ
前ノ

問　

汁ハ
者
何ニ

物

―

ソ
ヤ乎

答　

小
豆ヲ
能ク
前
火ニ
タ
ル也　

但シ
不レ
入レ
塩ヲ
也

問　

菓
子ハ何ニ

物

―

ソ
ヤ乎

答　

田
菓
子ハ
餅ナ
リ也　

今ニ
別
行
護
摩
等　
◯189畧
式
木
菓
子
計リ
也　

栗ク
リ　

柿カ
キ　

栢
カ
シ
ワ
ノ

實
―

風
情
◯190随レ
時得

イ

一
種
◯191用レ
之

問　

粥
用ルレ
汁
事
有レ
之
◯192乎

答　
◯193御
修
法ノ
時
粥
八
坏
也　

用レ
汁
事
◯194

且イ
無

無レ
之
其ノ外ノ
自
行

等
又
以

―

◯195同レ
之

問　

木　

乳
木
寸
法
如
何

―

答　

木ハ
八
寸　

四
種ノ
法
同シレ
之　

乳
木ハ
随
レ法ニ

シ
テ而モ
有レ
リ異
コ
ト

謂ク
息
災
六
寸
而
已

◯184 

「
之
」

無
シ
。

◯185 

「
畧
式
」

「
畧
或
」。

◯186 

「
日
中
」

無
シ
。

◯187 

「
開
白
結

」

「
開
結
共
」

◯188 

「
如
前
」

「
如
レ、
」。

◯189 

「
畧
式
」

「
略
或
只
」。

◯190 

「
随
時
」

「
随
得
」。

◯191 

「
用
レ
之
」

「
用
也
」。

◯192 

「
乎
」

「
耶
」。

◯193 

「
御
修
法
時
」

「
御
修
法
之

」。

◯194 

「
且
」

無
シ
。

◯195 

「
同
レ
之
」

「
同
也
」。

畧
―
略



五
九

四
度
加
行
の
基
礎
資
料　
―
『
四
度
土
代
』
―

問　

乳
木ヲ
金
剛
盤ニ
置ク
◯196時
或ハ
本ト
ヲ本
尊ニ
向ケ
或ハ
行
者ニ
向フレ之
以レ
何ヲ

可キレ
為レ
本ト
乎

答　

両
説
共ニ
用レ
之
八
千
枚ナ
レ
ハ必ス
本ト
ヲ
◯197向フ二
本
尊ニ一
也  

◯198常ノ
護
摩ニ
モ

両
説
共ニ
被レ
用レ
之ヲ
其
中

―

ニ
ハ
◯199

○

猶
イ

本ト
ヲ向二 ク
ル行
者ノ
◯200方ニ一
多
分ノ
之
様

也　

師
祖
共ニ
被レ
用レ
之
者
也　

ソ
◯201其レ
モ煩
悩ヲ
断ニ
枝
末
根
本ノ
◯202之
両

説
有レ
之
仍テ
両
様
共ニ
有レ
由ユ

ヘ

事
也
云　

　

云　

脇
机

―

ニ
置クレ
之
時ハ
多
分
本ヲ
◯203向

フ二
行
者ノ
方ニ一
也

問　

鳥
居ノ
頭ラ
或ハ
宝
形
或ハ
◯204ヤ
ハ
ズ
等
其
ノ
様

有レ
之

當
流ハ

何レ
ノ様

―

乎ソ
ヤ

答　

宝
形ニ
モ
◯205ア
ラ
ズ　
◯206ヤ
ハ
ズニ
モ
◯207ア
ラ
ズ　

只
直ス

グ
ニ

打
切タ
ル様

也　

末ヘ
ハ少シ
太ク　

本ハ

カ
細シ

問　

五
色ノ
糸ヲ
巻キ付

―

ル
◯208之
時
鳥
居ノ
頭ラ
ノ上ヨ
リ可レ
引ク

 

如
何

答　
◯209不レ

鳥
居ノ
頭
ヨ
リ
◯210五
六
分◯211
リ計
下ノ
邊ヨ
リ左
右ヘ
引キ
渡
ス也

ソ
◯212引二
ク五
色ヲ一
等
自二
◯213丑
刁ノ
橛一 ◯214次
第ニ
順ニ
引二―
ス
之ヲ一　

壇ハ
何ノ
方

―

ヘ
向ケ
五

色ノ
糸ハ
随
方ナ
ル
ヘ
シ

◯196 

「
時
」

無
シ
。

◯197 

「
向
本
尊
」

「
本
尊
向
」。

◯198 

「
常
」

「
當常
欤

」。

◯199 

「
○猶

イ

」
底
本
ニ
朱
書
サ
レ
テ
オ
リ
、

ノ
三
本
ス
ベ
テ
「
猶
」
ト
ア
ル
。

◯200 

「
方
」

「
方
向
」。

◯201 

「
其
」

無
シ
。

◯202 

「
之
」

無
シ
。

◯203 

「
向
フ二
行
者
ノ
方
ニ一
」

「
行
者
方
向
」。

◯204 

「
ヤ
ハ
ズ
」

「
矢
筈
」。

◯205 

「
ア
ラ
ズ
」

「
非
」。

◯206 

「
ヤ
ハ
ズ
」

「
矢
筈
」。

◯207 

「
ア
ラ
ズ
」

「
非
」。

◯208 

「
之
」

「
也
」。

◯209 

「
不

」

「
不

」。

◯210 

「
五
六
分
」

「
上
六
分
」。

◯211 

「
計
リ
」

「
程
」、

「
許
リ
」。

◯212 

「
引
ク二
五
色
一
等
」

「
引
五
色

等
」。

◯213 

「
丑
刁
」

「
丑
寅
」。

◯214 

「
次
第
」

「
次
㐧
」。

―
凡

―
聊

邊
―
邊
―
辺

―
凡
、
刁
―
寅



六
〇

問　

神
供ハ何
度
修ス

ル
カ

レ
之
乎

答　

七
日
◯215護
摩ニ
ハ者
初
中
後
三
度
也　

御
修
法
已
◯216下
皆
如レ
此ノ

百
日
◯217護
摩
◯218
千
日
同
レ
之 

十
ヶ
日ニ
一
度
供スレ
之　

謂ク
開
白
若シ
二
日ナ
ラ
ハ

十
二
日

二
日ニ
供スレ
之
其ノ
月
若シ
大ナ
レ
ハ次ノ
月モ
又
如シレ
◯219此ノ
其ノ
月
若シ

小ナ
ラ
ハ次ノ
月ヨ
リ
ハ三
日
十
三
日

三
日ニ
ナ
ル
也

問　

神
供ニ
ハ用レ
䑓

如
何

―
答　

別
行ノ
之
時
大
畧
用レ
䑓ヲ
也　

御
修
法ノ
本
儀ハ
只
庭ノ
砂ノ
上
◯220
ヲ

立テ
可シレ
修レ
之
云　

　

云　
◯221

シ
テ當
時
粗
䑓ヲ
◯222用

―

ル
カ

問　
◯223
両雨
儀
神
供
如
何

答　

或ハ
堂
上ニ
テ
縁ノ
端
シ
修レ
之
或
ハ延
引
是
口

也

他
門
神
供
伴
僧
◯224
ニ
テ修レ ス
ル之
也

問　

作
　

破

如
何

―

答　

シ
テ而
作
ノ
作
法
ハ者
◯225

ノ
之
建
立ヨ
リ有二
其
ノ沙
汰一

仍テ
作
ハ
不レ
ル用
人モ
有レ
ル之
由シ　
◯226報

院
令レ
記レ
之
給
今
◯227小コ
作
法
大

畧
◯228報

院
已
来
被レ ル
カ記
加

―

之一 ◯229
次欤

イ

◯215 

「
護
摩
」

「
言
广
」。

◯216 

「
已
下
」

「
已
」。

◯217 

「
護
摩
」

「
言
广
」。

◯218 

「
千
日
同
之
」

「
千
日
同
也
者
」。

◯219 

「
此
」

「
是
」。

◯220 

「

」

「

」。

◯221 

「

」

「
然
而
」。

◯222 

「
用

」

「
用
也
」。

◯223 

「
両雨

儀
」

「
雨
儀
」、

「
雨
」
無
シ
。

　

底
本
写
誤
カ
。

◯224 

「

」

「

」。

◯225 

「

」

「

」。

◯226 

「
報

院
」

「
幸
心
院
」。

◯227 

「
小
作
法
」

「
小
法
」。

◯228 

「
報

院
」

「
幸
心
院
」。

◯229 

「
次
」

「

」。

―
弊

二



六
一

四
度
加
行
の
基
礎
資
料　
―
『
四
度
土
代
』
―

破
ノ
之
作
法ハ
古
来
尤ト
モ有二
其
ノ沙
汰一
尤モ
可レ
用
乎

作
ハ
者
着
座ノ
◯230最
初ニ
三
ヶ
ノ
印
明
◯231用レ
之
或ハ
御
修
法ノ
時
ナ
ン
ド

ハ
◯232

行
事ノ
之
仁
レ
之
常ノ
事
也

◯233今
別
行
ハ者

○

行
者
イ
ノイナ
シミ
可レ
習二
行
一 フ者

◯234

◯235破
ハ
者
◯236御
修
法モ
阿
闍
梨
大
畧
行スレ
之ヲ
常ノ

事

―

也  

自
他
門
同シレ

之ニ　
◯237是レ
別
シ
タ
ル
事

先ハ
◯238行
法
之
期
日ニ
結
セ
ハ可レ キ
破二
ス
之ヲ一
者
也

　
已
上
四
度
加
行
◯239大

概
土
代
◯240報

院
前
大
僧
正

　
御
房ノ
御
草
也◯241○

今
度

根
来
寺
中
性
院　

聖

　
僧
都
彼
御
記
所
望
申シ
畢
其ノ
子
細ハ近
比

　
田
舎

四
度
加
行
等ノ
作
法
粗
違ニ ス
ル本

寺
之
儀ニ一

　
◯242處

有レ
之

仍テ
為レ
令レ
散セ二
不
審ヲ一
如レ
◯243此
ノ
◯244令レ

申

此ノ

　
間
於
二
彼ノ寺
一
行シ
来
作
法
一
帖
聖

僧
都
書二

　
進ス
◯245之
ヲ一
◯246取

合セ
有二
御
一
見一
之
処ニ
誠ニ
◯247當

流ノ
作
法ニ
◯248相

　
違
多
端
有レ
之
仍テ
◯249御

記ノ
分
一
巻
有二
御
清
書一

　
被
レ遣
レ之
其
次テ
ニ
◯250御

本ヲ
◯251申

請
書二
写
之一
了

◯230 

「
最
」

「

」。

◯231 

「
用
」

無
シ
。

◯232 

「

行
事
之
仁
」

「

行
事
」。

◯233 

「
今
別
行
者
○
行
者
イ

ノイナ
シミ
」

「
今
別
行

者

」。

◯234 

「

」

「
也
」。

◯235 

「
破

」

「
破

」。

◯236 

「
御
修
法
」

「
御
修
」。

◯237 

「
是
レ
別
シ
タ
ル
事

」
ノ
前
ニ

ニ
ハ
「
但

内
々
別
行

若
炉
暫
ク
用
之
暫
不
破

之

」

ノ
一
七
字
ヲ
加
エ
テ
イ
ル
。

◯238 

「
行
法
」

「
何
法
」。

◯239 

「
大
概
」

無
シ
。

◯240 

「
報
恩
院
」

「
幸
心
院
」。

◯241 

「
○今
度

」

「
今
度
」。

◯242 

「
處
」

「

」。

◯243 

「
此
」

「
是
」。

◯244 

「
令
」

「
合
」。

◯245 

「
之
」

「
了
」、

無
シ
。

◯246 

「
取
合
」

「
校
合
」。

◯247 

「
當
流
作
法
」

「
當
流
之
作
法
」。

◯248 

「
相
違
多
端
」

「
相
違
分
多
」。

◯249 

「
御
記
分
」

「
御
記
之
分
」。

◯250 

「
御
本
申
請
」

「
御
本
於
申
請
」。

◯251 

「
書
二
写
之
一
了
」

「
令
書
写
了
」。

―
勤

―
恩

―
融

―
邊

―
融



六
二

　
◯252　
　本
云應

永

 

八イ
―
字
ナ
シ

年
十
二
月
中
旬
之
比
於
上
酉

行
樹
院
書
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
仏
子　

隆

◯253元
禄
十
年
丁　

　

丑

七
月
十
三
日 

於
大
和
長
谷
寺
書
之
右
之
本
北
之
坊
勝
如
之

御
本
以
写
今
又
此ヲ
写
了

意
柵？

房賢

　
　

五
　

青　

黄　

赤　

白　

黒

　
　

五
宝　

金　

銀　

瑠
璃　

水
精　

真
珠

　
　

五
穀　

稲
穀　

大
麦　

小
麥　

大
豆　

胡
麻

　
　

寛
政
元
己
酉
秋
七
念
一
書
写
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宥
傳

享
和
三
癸
亥
閏
正
望
夜
以
或
人
本
一
校
訖
以
朱
者
是
也

◯252 

コ
ノ
奥
書

ニ
無
シ
。

◯253 

コ
レ
ハ

ニ
ア
ル
奥
書
。
コ
ノ
後
底
本
並
ニ

ニ
見
ラ
レ
ル
記
載
ハ
、

ニ
ハ
無
シ
。

酉

―
醍
醐

―
色

―
畢

傳
―
伝

⎛⎜⎜⎜⎜⎜⎝

⎛ ⎜ ⎜ ⎜ ⎜ ⎜ ⎝



六
三

四
度
加
行
の
基
礎
資
料　
―
『
四
度
土
代
』
―

結　
　

び

　

本
書
の
撰
述
者
に
つ
い
て
は
、
末
尾
に
本
書
撰
述
の
由
来
が
小
字
で
記
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
「
報
恩
院
前
大
僧
正
御

房ノ
御
草
也
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
そ
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
本
云
」
と
す
る
本
奥
書
に
は
、
応
永
二
十
八
年
（
一
四
二
一
）
に
上
醍
醐
の
行
樹
院
で
隆

師
（
智
山
の
隆

師
と
は
別
人
）
が
、

本
書
を
書
写
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
応
永
二
十
八
年
は
隆
源
大
僧
正
（
一
三
四
一
〜
一
四
二
五
）
の
在
世
時
で
あ
り
、「
前

大
僧
正
御
房
」
と
記
す
と
こ
ろ
か
ら
時
期
的
に
見
て
、
由
来
書
の
部
分
も
隆

師
の
筆
に
な
る
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
対
校
に
甲
本
と
し
て
用
い
た
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
の
豊
山
長
谷
寺
北ノ
坊
勝
如
師
所
蔵
本
か
ら
の
弄
賢
師
書
写
本
に
は
、
由

来
書
が
本
文
と
同
じ
大
き
さ
の
文
字
で
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
隆

師
の
本
奥
書
は
無
い
。

　

底
本
と
し
て
用
い
た
宥
豊
師
（
一
七
六
〇
〜
一
八
二
三
）
の
写
本
の
表
紙
見
返
し
に
、「
宗
云
」
と
し
て
「
四
度
土
代ハ
憲
深
第
七
代
幸

心
完
隆
源ノ
作
也
」
と
記
し
た
押
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
の
「
幸
心
完
」
は
、
報
恩
院
の
片
字
で
あ
る
。

　

宥
豊
師
に
つ
い
て
は
、
智
山
全
書
解
題
に
付
さ
れ
て
い
る
智
山
学
匠
略
伝
に
記
さ
れ
て
お①
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
安
房
国
和
宗
村
の
出
身

で
、
海
応
能
化
（
智
積
院
第
三
十
二
世
）
と
並
び
称
せ
ら
れ
る
学
匠
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

そ
の
宥
豊
師
が
本
書
の
こ
の
押
紙
に
「
宗
云
」
と
記
し
て
い
る
「
宗
」
師
に
つ
い
て
は
、
宥
豊
師
と
親
し
い
関
係
に
あ
り
、
同
じ
時
代

に
智
積
院
に
住
し
て
い
た
僧
侶
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
智
山
第
二
十
八
世
に
任
ぜ
ら
れ
た
謙
順
大
和
尚
（
一
七
四
〇
〜
一
八
一
二
）
が
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
野
沢
諸

法
流
を
伝
授
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
の
伝
授
を
興
雅
師
と
い
う
受
者
が
、『
諸
法
流
伝
授
記
』
と
し
て
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
。

　

そ
の
『
諸
法
流
伝
授
記
』
を
宥
豊
師
が
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
、
同
じ
謙
順
大
和
尚
か
ら
諸
法
流
を
受
法
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ



六
四

れ
に
先
立
っ
て
写
し
取
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い②
る
。

　

こ
の
興
雅
師
に
つ
い
て
も
智
山
学
匠
略
伝
に
記
さ
れ
て
お
り③
、
字
は
宗
竜
で
宥
豊
師
も
『
諸
法
流
伝
授
記
』
転
写
本
の
奥
書
の
最
初
に
、

「
宗
興
雅
師
先
年
従
於
謙
順
大
和
尚
傳
授
野
澤
諸
法
流
之
記
也
」
と
記
し
て
い
る
僧
侶
で
、
こ
の
宗
師
は
紀
州
の
出
身
で
巽
寮
に
住
し
、

後
に
養
真
院
に
住
し
声
明
に
通
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
僧
侶
で
あ
り
、
生
没
年
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
僧
侶
が
言
っ
て

い
た
こ
と
を
「
宗
云
」
と
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
等
か
ら
も
、
ま
た
東
密
事
相
口
訣
集
成
1
（
青
山
社
刊
）
の
中
の
稲
谷
祐
宣
師
訓
下
本
に
も
、
内
題
に
「
当
流
四
度
加
行
条
々

私　

隆
源
こ
れ
を
撰
す
」
と
あ
っ
て④
、
題
名
の
下
に
撰
述
者
が
隆
源
大
僧
正
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本
書
は
隆
源

大
僧
正
の
撰
述
と
見
て
問
題
無
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
時
代
に
大
僧
正
に
な
っ
た
僧
侶
は
少
な
い
の
で
、
報
恩
院
前
大
僧
正
御
房
と
あ
れ
ば
、
隆
源
大
僧
正
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
本
書
は
、
隆
源
大
僧
正
の
撰
述
で
、
早
い
段
階
か
ら
隆
源
僧
正
自
筆
の
原
本
と
、
根
来
寺
中
性
院
第
六
世
の
聖
融
僧
都

（
一
四
二
一
頃
）
に
清
書
し
て
与
え
ら
れ
た
一
本
と
、
隆

師
が
書
写
し
た
一
本
と
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

此
の
度
校
合
に
用
い
た
甲
本
は
、
隆

師
の
奥
書
が
無
く
、
聖
融
師
に
与
え
ら
れ
た
本
か
ら
の
転
写
本
と
考
え
ら
れ
、
他
の
乙
本
と
丙

本
、
さ
ら
に
三
宝
院
流
憲
深
方
一
流
伝
授
時
配
布
複
製
本
と
東
密
事
相
口
決
集
成
1
所
収
本
の
四
本
は
、
隆

師
書
写
本
か
ら
の
転
写
本

で
あ
っ
て
、
こ
の
隆

師
書
写
本
か
ら
の
転
写
本
が
流
布
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

次
に
本
書
の
題
名
で
あ
る
『
四
度
土
代
』
の
「
土
代
」
が
、
い
か
な
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
語
は

既
に
以
前
か
ら
用
い
ら
れ
て
お
り
、
本
書
の
著
者
隆
源
大
僧
正
（
一
三
四
二
〜
一
四
二
六
）
よ
り
八
代
前
に
、
醍
醐
寺
第
二
十
五
代
座
主



六
五

四
度
加
行
の
基
礎
資
料

―
『
四
度
土
代
』
―

で
あ
っ
た
成
賢
僧
正
（
一
一
六
二
〜
一
二
三
一
）
が
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
成
賢
僧
正
輯
と
さ
れ
る
五
十
四
帖
の
『
作
法
集
』
が
あ
り
、
そ

の
第
三
十
六
帖
に
「
修し
ゅ

学が
く

土ど

代だ
い

」
と
い
う
一
帖
が
あ
る
。

こ
の『
修
学
土
代
』に
は
、「
真
言
師
可レ
有二
沙
汰一
事
」と
し
て
、
事
相
、
教
相
、
目
録
、
血
脈
、
支
度
巻
数
、
日
記
先
例
、
図
像
、
香
薬
、

梵
字
悉
曇
、
声
明
法
則
、
持
戒
行
業
の
十
一
項
目
に
つ
い
て
、
学
ぶ
べ
き
こ
と
、
用
心
す
べ
き
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
末
尾
に
「
已
上

條
々
為二
初
心
人一
隨二
思
出一
記レ
之

東
寺
沙
門
成
賢
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
田
靈
城
阿
闍
梨
は
『
三
宝
院

憲
深
方

洞
泉
相
承
伝
授
録⑤
』
下
巻

三
四
七
頁
に
、「
即
ち
真
言
師
の
修
学
の
土
台
、
基
本
を
述
べ
た
成
賢
の
記
で
あ
る
。」
と
し
て
、
こ
の
「
土
代
」
は
基
本
の
意
味
と
さ
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本
書
は
、
隆
源
僧
正
が
真
言
宗
僧
侶
の

伽
観
行
修
行
の
最
初
で
あ
る
四
度
を
実
修
す
る
際
の
基
本
と
な
る
と
こ

ろ
を
、
こ
の
成
賢
僧
正
の
『
修
学
土
代
』
に
な
ら
っ
て
、『
四
度
土
代
』
と
し
て
撰
述
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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